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◆
災
害
時
の
初
期
活
動
な
ど
危
機
管
理
に

　

対
応
す
る
た
め
、
未
利
用
地
を
職
員
住

　

宅
へ
の
建
て
替
え
に
利
用
す
べ
き
。
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処
分
可
能
な
未
利
用
地
は
財
源
確
保
を

図
る
た
め
、
売
却
や
貸
駐
車
場
用
地
と
し

て
の
活
用
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
職
員
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

多
額
の
財
源
を
伴
う
こ
と
か
ら
難
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
は
、
職

員
の
半
数
近
く
が
徒
歩
ま
た
は
自
転
車
で
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◆
平
成
二
十
六
年
度
末
の
市
債
残
高
を
五

　

百
億
円
と
予
想
し
て
い
る
が
、
民
生
費

　

や
金
利
水
準
の
ア
ッ
プ
を
考
え
る
と
、

　

一
段
の
経
費
削
減
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
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◆
私
た
ち
が
居
住
す
る
芦
屋
浜
地
域
は
、

　

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
前
提
で
ま
ち
づ
く
り

　

を
し
て
い
る
。
収
集
車
で
の
収
集
に
切

　

り
替
え
る
に
も
ご
み
集
積
場
が
容
易
に

　

確
保
で
き
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
高
齢

　

化
が
進
ん
で
い
る
中
、
大
き
な
負
担
と

　

な
る
。
運
用
時
間
の
短
縮
や
一
部
負
担

　

金
の
支
出
な
ど
、
私
た
ち
も
協
力
す
る

　

の
で
、
ぜ
ひ
存
続
を
お
願
い
し
た
い
。

◆
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持
す
る
た

　

め
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
存
続
さ
せ
る
た

　

め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
と
い
う
観

　

点
で
、
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

◆
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
利
用
で
き
る
か
ら
こ

　

そ
、
こ
の
地
域
の
物
件
を
購
入
し
た
。　

　

こ
の
条
件
が
不
動
産
の
価
値
に
も
含
ま

　

れ
て
い
る
は
ず
で
、
廃
止
す
る
よ
う
な

　

ら
補
償
問
題
に
な
る
。

�
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�
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◆
市
の
財
政
状
況
の
正
確
な
理
解
や
公
有

　

財
産
の
有
効
活
用
の
た
め
に
も
、 
精
緻 
せ
い
ち

　

な
資
産
評
価
が
行
え
る
よ
う
に
発
生
主

　

義
・
複
式
簿
記（
基
準
モ
デ
ル
）を
採
用

　

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

�
�
�
�
�
�
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現
行
の
財
務
会
計
制
度
で
は
表
現
し
に

く
い
資
産
や
負
債
の
状
況
を
明
ら
か
に
す

�
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�
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◆
集
会
所
に
つ
い
て
は
地
区
集
会
所
運
営

　

協
議
会
が
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
る
が
、

　

協
議
会
役
員
に
責
任
を
持
た
せ
過
ぎ
で

　

は
な
い
か
。
行
政
が
責
任
を
持
っ
て
、

　

そ
の
運
用
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
の
意

　

見
が
反
映
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る

　

べ
き
だ
と
考
え
る
。
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供
用
開
始
か
ら
三
十
一
年
余
り
が
経
過

し
た
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
施
設
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
が
進
み
、
維
持
管
理
経
費
が
毎
年

お
お
む
ね
一
億
九
千
万
円
、
ご
み
一
ト
ン

当
た
り
の
収
集
経
費
で
は
民
間
委
託
業
者

に
比
べ
て
約
五
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ご
み
の
減
量
化
や
再
資
源
化
な
ど
に

よ
り
ご
み
収
集
量
は
当
初
計
画
に
比
べ
て
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約　

％
と
著
し
く
下
回
っ
て

28
お
り
、
従
来
の
収
集
方
式
に

比
べ
、
そ
の
コ
ス
ト
は
大
幅

に
割
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
施
設
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
現
在
の
施
設

の
有
効
活
用
や
公
共
事
業
の

効
率
性
・
公
平
性
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
時
間
以
内
の
地
域
に
居

住
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の

職
員
が
初
動
要
員
と
し
て

活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
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経
済
情
勢
の
悪
化
に
よ
る
市
税
収
入
の

落
ち
込
み
や
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る

中
、
効
率
的
な
行
政
運
営
が
行
え
る
よ
う
、

引
き
続
き
経
費
削
減
等
に
努
め
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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る
た
め
、
平
成
二
十
年
度
決

算
か
ら
、
新
し
い
公
会
計
制

度
に
基
づ
く
発
生
主
義
・
複

式
簿
記
に
よ
り
作
成
し
た
財
務
情
報
を
公

表
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、
基
準

モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
自
治

体
が
採
用
し
て
お
ら
ず
、
他
の
自
治
体
と

の
比
較
分
析
の
面
に
お
い
て
も
必
要
性
が

少
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

く
と
い
う
観
点
か
ら
、
集
会
所
の
指
定
管

理
を
地
区
集
会
所
運
営
協
議
会
に
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
運
営
に
関
す
る

ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
地
区
集
会
所
運
営

協
議
会
を
通
じ
て
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

�
��
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

◆「
子
育
て
支
援
施
策
の
充
実
」

　

と
し
て
、「
子
ど
も
・
子
育
て

　

新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け

　

て
の
検
討
」と
あ
る
が
、「
新

　

シ
ス
テ
ム
」に
つ
い
て
は
、保

　

育
の
経
済
格
差
や
保
護
者
負

　

担
の
増
大
な
ど
各
方
面
か
ら

　

懸
念
が
示
さ
れ
、子
育
て
支

　

援
と
逆
行
す
る
と
い
う
意
見

　

も
多
く
出
て
い
る
。

　

現
在
保
育
所
を
利
用
し
て
い

　

る
保
育
所
保
護
者
か
ら
も
反

　

対
署
名
が
出
さ
れ
て
い
る
に

　

も
か
か
わ
ら
ず
、何
の
検
討
・

　

説
明
も
な
く
、「
新
シ
ス
テ
ム
」

　

を
子
育
て
支
援
と
位
置
付
け

　

る
の
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の

　

か
。

�
�
�
�
�
�
�

　

現
在
、
国
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
は
、
妊
婦
か

ら
出
産
・
保
育
・
教
育
そ
し
て
放
課
後
児

童
対
策
ま
で
一
体
的
な
施
策
と
位
置
付
け

ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
市
が
そ
の
施
策
の

実
施
主
体
と
し
て
、
地
域
の
保
育
需
要
を

は
じ
め
子
ど
も
子
育
て
に
係
る
住
民
ニ
ー

ズ
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
事
業
計
画
を
作
成
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
国

の
動
向
を
見

て
、
本
市
の

子
ど
も
子
育

て
施
策
の
あ

り
方
を
検
討

す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
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日（金）午後６時30分開演〈６時開場〉
ール＜全席指定＞
・「鷺とり」「崇徳院」「質屋芝居」
・「金明竹」
・「癪の合薬」　
00円・当日3,000円　
ンター事務所・市役所売店（南館Ｂ１）・
ンチケット（Ｌコード57511）

�	
�����������

� � � � � � � 	 �

�����　３月22日（木）午後６時開演〈５時30分開場〉
�����　ルナ・ホール
�����　「月（ルナ）」をテーマとしたシャンソンやジャズなど
�����　ヤスコ Ｗｉｌｄ・大塚善章・大塚まさじ・
　　　　　　藤井レイ子・森本理子　ほか
�����　市民3,000円・市外5,000円
�����　市民センター事務所・
　　　　　　関西シャンソン協会（�06-6336-0201）・
　　　　　　ローソンチケット（Ｌコード55043）

� � � � � � � � � � ����
� � � � � � �

�������	
������
�������	
���

　いろいろな国を、音楽で訪れてみませんか？
　一度は耳にしたことのある曲が、どこの国で生まれたのか、
お話をしながら楽しみます。
�����　３月24日（土）正午開演〈午前11時30分開場〉
�����　ルナ・ホール
�����　芦屋っ子夢オーケストラ・三世代合唱団ほか
�����　500円
�����　市民センター事務所・
　　　　　　芦屋っ子夢オーケストラ・石川（�080-3035-6407）

�������	
�����������

�

�������　甲南公園から

�� � � � �　2012あしやスポーツフォーラム
　　　　　　　　文学に親しむつどい

��������　芦屋の魅力再発見
　　　　　　　　　『丸ポスト』が似合うまち

�� � � ��芦屋税務署からのお知らせ

�������　「芦屋　橋ものがたり」より

����
������������	
���������

① 8 :30

②12:00

③16:00

④18:15

⑤22:45
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地
域
の
こ
と
は
地
域
で
担
っ
て
い
た
だ

�
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◆
芦
屋
市
職
員
の
大
半
が
市
外
居
住
者
で

　

あ
る
。
芦
屋
市
民
に
よ
る
芦
屋
市
民
の

　

た
め
の
行
政
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◆
市
職
員
は
原
則
、
芦
屋
市
民
と
し
、
不

　

足
す
る
人
材
は
広
く
全
国
的
に
求
め
る

　

な
ど
、
職
員
募
集
基
準
を
改
革
す
る
こ

　

と
に
よ
り
、
市
民
感
覚
と
の
ズ
レ
や
、　

　

通
勤
手
当
等
の
削
減
に
も
つ
な
が
る
。

�
�
�
�
�
�
�

　

市
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
市
内
居

住
者
を
優
遇
す
る
こ
と
は
地
方
公
務
員
法

（
就
労
の
機
会
均
等
・
平
等
取
扱
の
原
則
）

に
照
ら
し
適
切
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
、 �

�
�
�
�
�
�
	


�

◆
管
理
職
に
つ
い
て
、
地
方
公
務
員
法
や

　

地
方
自
治
法
、
論
文
な
ど
の
筆
記
試
験

　

を
行
い
、
昇
任
や
降
格
な
ど
を
行
う
べ

　

き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
降
格
の
穴
埋
め
に
は
、
市
民
の

　

協
力
を
得
て
臨
時
的
任
用
を
行
い
補
充

　

す
る
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

◆
民
間
企
業
に
比
べ
非
効
率
的
で
、

　

職
員
の
意
識
レ
ベ
ル
が
低
す
ぎ
る
。

　

惰
性
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
し
か

　

思
え
な
い
。
職
員
は
市
民
目
線
に

　

な
っ
て
い
な
い
。

�
�
�
�
�
�
�

　

こ
れ
ま
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
、

親
切
・
丁
寧
・
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
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◆
指
定
管
理
者
制
度
を
厳
格
に
運
用
す
る

　

な
ら
、そ
の
適
格
条
件
を
明
示
し
、そ
の

　

適
性
を
厳
格
に
審
査
す
る
必
要
が
あ
り

　

ま
す
。
市
民
に
よ
る
任
意
団
体
で
あ
る

　
「
地
区
集
会
所
運
営
協
議
会
」
に
賠
償
責

　

任
条
項
を
課
す
の
で
は
な
く
、
制
度
の

　

運
用
に
つ
い
て
は
市
民
サ
イ
ド
に
立
っ

　

て
考
え
て
ほ
し
い
。

�
�
�
�
�
�
�

　

集
会
所
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
地
区
集

会
所
運
営
協
議
会
と
協
議
し
、
円
滑
に
進

め
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

◆
奥
池
の
貯
水
池
の
周
り
は
水

　

道
部
、道
路
は
道
路
課
、公
園

　

は
公
園
緑
地
課
が
そ
れ
ぞ
れ

　

に
草
刈
り
を
し
て
い
る
。　

　

水
道
管
・
下
水
管
・
ガ
ス
管
・

　

道
路
舗
装
の
工
事
も
、計
画

　

的
に
で
き
な
い
も
の
か
。
メ

　

ン
テ
ナ
ン
ス
部
な
ど
を
作
っ

　

て
、
統
一
的
に
で
き
な
い
も

　

の
か
。

�
�
�
�
�
�
�

　

工
事
等
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
各
施
設
の
維
持
補

修
を
統
一
的
に
実
施
す
る
組
織

の
設
置
ま
で
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
が
単

独
で
実
施
す
る
だ
け
で
な
く
、

関
連
す
る
施
設
や
所
管
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
計
画
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
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◆
市
民
が
知
り
た
い
情
報
に
つ
い
て
、
伝

　

達
方
法
が
不
親
切
で
分
か
り
に
く
い
。

　

行
政
改
革
実
施
計
画
の
素
案
に
つ
い
て

　

も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
さ
れ
て
い

　

る
が
、
検
索
し
づ
ら
く
普
通
の
市
民
で

　

は
検
索
で
き
な
い
。

　

広
報
紙
に
よ
る
人
事
行
政
情
報
の
公
開

　

に
つ
い
て
も
、
図
表
が
羅
列
さ
れ
て
い

　

る
だ
け
で
、
職
員
の
給
与
水
準
が
な
ぜ

　

全
国
最
高
レ
ベ
ル
な
の
か
、
ラ
ス
パ
イ
レ

　

ス
指
数
が
な
ぜ
毎
年
上
昇
す
る
の
か
な

　

ど
、
市
民
に
は
理
解
し
が
た
い
。

�
�
�
�
�
�
�

　

行
政
改
革
実
施
計
画
素
案
の
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
検
索
し
づ

ら
い
画
面
展
開
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
直

ち
に
改
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
事
行
政
の
情
報
に
つ
き
ま
し

て
は
、
国
の
様
式
を
基
準
に
作
成
し
て
お

り
ま
す
が
、
広
報
紙
は
紙
面
の
制
約
が
あ

る
た
め
多
く
の
情
報
を
掲
載
す
る
こ
と
は

困
難
で
す
の
で
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
も
活
用
し
て
、

よ
り
分
か
り
や
す
い
情
報

発
信
に
努
め
ま
す
。
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職
員
の
昇
任
・
降
格
に

つ
い
て
は
、勤
務
実
績
や

能
力
・
適
正
お
よ
び
勤
務

意
欲
等
を
総
合
的
に
勘

案
し
て
実
施
し
て
お
り
、

筆
記
試
験
の
み
で
の
昇
任
・
降
格
を
行
う

こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

�
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�
�
�
�
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�

��
一
方
で
、こ
れ
ま
で
も
本
市
に
と
っ
て
有

為
な
人
材
を
幅
広
く
確
保
す
る
た
め
、
で

き
る
限
り
門
戸
を
広
げ
、
採
用
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
よ
り
一
層
、
市
民
目
線
に
立
っ

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
、

有
為
な
人
材
を
確
保
す
る
よ
う
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
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を
心
が
け
、
接
遇
や

応
対
マ
ナ
ー
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を

行
い
、
資
質
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
今
後
も
引

き
続
き
、
市
民
目
線

に
立
ち
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

�������	
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◆人事評価制度は、慎重な対応がない
　と、長期にわたる施策を、うまくこ
　なせない弊害が起きやすい。
　芦屋市の職員数が少なくなって、経
　験が引き継げていないように見受け
　るので、慎重に検討して、導入して
　ほしい。
�������

　人事評価制度については、課長級以
上の職員を対象に平成20年度より２年
間の試行を行い、公正性・公平性・客
観性等精度を高めた上で、平成22年度
から本格導入しています。
　今後も、評価結果の詳細な検証を行
いながら、より良い制度に改善してい
きます。
　なお、知識・経験の継承については、
研修の充実や再任用制度の活用によっ
て、業務に支障のないよう取り組んで
いるところです。
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　２月１日を基準日として、「経済
センサス活動調査」を実施しました。
　調査票の記入にご協力いただき、
ありがとうございました。
　まだ調査票が手元にある場合は、
引き続き、ご協力いただきますよう
お願いします。
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������　４月13日
������　ルナ・ホー
������　桂米團治
　　　　　　　桂しん吉
　　　　　　　桂二乗・
������　前売2,500
������　市民セン
　　　　　　　ローソン
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◆
職
員
手
当
の
中
で
、地
域
手
当
・
住

　

居
手
当
・
期
末
勤
勉
手
当
が
理
解

　

で
き
ま
せ
ん
。特
に
、住
居
手
当
で

　

持
ち
家
居
住
者
と
ロ
ー
ン
償
還
者

　

に
二
重
の
手
当
を
支
給
す
る
の
か
。

　

住
宅
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、確
定

　

申
告
で
の
控
除
も
あ
る
。

◆
特
別
職
の
退
職
手
当
の
率
が
高
く
、

　

見
直
し
を
求
め
る
。

　

ま
た
、市
は
民
間
企
業
の
給
与
制

　

度
と
比
較
検
討
し
、見
直
し
を
求

　

め
る
。

◆
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
市
の
財
政
を
圧

　

迫
し
て
い
る
と
い
う
が
、そ
も
そ

　

も
職
員
の
給
与
の
見
直
し
を
先
に

　

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

◆
芦
屋
市
の
職
員
給
与
は
、全
国
で

　

も
最
高
額
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。

　

財
政
状
況
が
悪
い
中
、二
割
以
上

　

は
削
減
す
べ
き
で
あ
る
。
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地
域
手
当
は
、民
間
賃
金
と
の
地

域
格
差
を
考
慮
し
て
支
給
さ
れ
る
手

当
で
、住
居
手
当
は
住
居
に
要
す
る

費
用
を
考
慮
し
て
支
給
す
る
手
当
で
す
。

ま
た
、期
末
勤
勉
手
当
は
、民
間
企
業
の
賞

与
に
相
当
す
る
手
当
と
な
り
ま
す
。

　

ロ
ー
ン
償
還
者
の
住
居
手
当
は
、持
ち

家
居
住
者
の
手
当
に
償
還
額
に
応
じ
た
加

算
を
す
る
も
の
で
二
重
支
給
で
は
な
く
、

ま
た
、住
宅
取
得
促
進
の
政
策
目
的
か
ら

創
設
さ
れ
た
税
控
除
と
は
、そ
の
趣
旨
が

異
な
る
も
の
で
す
。

　

本
市
の
特
別
職
の
給
料
は
阪
神
間
で
も

最
も
低
く
な
っ
て
お
り
、退
職
手
当
に
つ

い
て
も
、下
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

職
員
の
給
与
制
度
に
つ
い
て
は
、人
事

院
勧
告
を
基
に
決
定
し
て
い
ま
す
が
、こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
行
政
改
革
に
よ

り
、給
与
と
職
員
定
数
を
削
減
し
て
き
た

結
果
、給
与
総
額
は
大
幅
に
減
少
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、職
員
一
人

当
た
り
の
平
均
給
与

が
全
国
的
に
高
い
水

準
に
な
っ
て
い
る
の

は
、こ
れ
ま
で
職
員

定
数
を
大
幅
に
減
少

さ
せ
て
き
た
こ
と
や
、そ
れ
に
伴
う
管
理

職
比
率
の
上
昇
が
そ
の
主
な
要
因
で
あ
る

と
分
析
し
て
い
ま
す
が
、引
き
続
き
職
員

給
与
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。


